
第 17 Ｍ＆Ｔ研修会　参加者募集のご案内

● 日　　　 時 2022 年 8 月

● 会　　　 場 名古屋中小企業投資育成㈱　研修室

● 講　　　 師

● 対　象　者 製造系企業のリーダー、監督者、管理者およびその候補の方

● 持　ち　物 筆記用具

● 受  講  料

１名 円 円  消費税込み（昼食代を含みません）

● 研修のねらい

● カリキュラム

名古屋中小企業投資育成株式会社 ／ 株式会社投資育成総合研究所

作業手順書・改善提案書の共有財産化の仕方について

　　　・問題点の抽出と改善ポイント

（1）目標と役割決定

３．実際に水が漏れない紙コップ製造の公式戦を

　　２回実施して、改善効果まで確かめます。

（3）維持カイゼン・革新

　　満足するとは

44,000         

２．改善の考え方について、どういうものなのか、

　　誰が行うのか、どうやって行うのかなどを知る

（1）カイゼン（改善）とは

（2）カイゼン（改善）テクニック（ＰＤＣＡ）

【現場の基礎技術の確認】

※カリキュラムは一部変更させていただく場合がございます。ご了承くださいますようお願いいたします。

５Ｓ経営研究所㈱　代表取締役　中小企業診断士　山名敏文　氏

１．お客様の要求事項（品質、コスト、納期）を１．オリエンテーション

テ　ー　マ 実　施　内　容

２．カイゼンの極意 

　本研修会では、知識では理解されている収益を出すための手立てを、１チーム５～６人に分かれたチーム（現場）
で実践して、お客様の要求事項である、水が漏れない紙コップを一定時間の間にチームメンバーで協力し合って作り
ます。２回の公式戦を行いながら、チームとしての収益が出せるようにしますが、２回とも同じ人が、同じ作業や同じ役
目を行うことは禁止です。理由は熟練工養成の研修ではなく、作業手順の標準化を行って、誰でも一定時間に一定
の品質の製品ができるようにして収益が出るように仕向けていくことを目的としているためです。

【本研修の目的】　会社として、収益を出すための基本の考え方を理解し、実行できるようにする。①お客様の要求事項
は、水漏れがなく、一定の形状の紙コップであることで、それがすべてであることの理解。②その要求事項（機能）を満足
できるコップの構造から各チームで開発することの必要性の理解。③そのためにもチームワークのあり方と維持の仕方、
協力の必要性、メンバーの能力を最大限生かす手立てについての理解。④水漏れ防止の機能と客先要求項目である
形状も満足させる必要があることの理解。⑤業務遂行の為に必要な管理業務、業務分掌の理解とその実行の必要性の
理解。⑥収益を出すための必須項目（ＱＣＤＳＭＥ）の理解及び、材料、資材の適量購入の必要性の理解。⑦生産管
理、品質管理、購買管理、在庫管理、要員管理などの必要性の理解。⑧改善提案の抽出と記録化の必要性の理解な
ど、実際に実行して体験していただくことを目的とします。

22,000          

　　　・改善の実験と改善提案書提出

回

2日（火）、3日（水）　10：00～17：00　<２日間通学>

製造現場リーダー向け「改善の基礎」徹底研修
～体験学習（水が漏れない紙コップ作り）を通じて、ＱＣＤや改善の考え方・進め方を徹底的に学ぶ～

投資先企業 投資先以外

　　　・改善の実験と改善提案書提出

（第二回公式戦）水が漏れない紙コップの作成

　　　・問題点の抽出と改善ポイント

 （問題点修復しての対応）

４．改善したら記録に残そう

３．水が漏れない紙コップを作ってみよう 

 　　～現状のＱ、Ｃ、Ｄはどうなるか？～

【参考】動作経済の原則

目的（Ｑ、Ｃ、Ｄと収益をどうするか）の検討、作業分担計画決
定
（1）目的を明確にし、具体的方法をイメージ化して
（2）実行計画を作成する
（3）５Ｓ、安全面について正しい理解をし、実行する
（4）治具の検討、技術の向上、改善の仕方
（5）モノを作る固有技術の確立
（6）計画的な仕事と改善技術の確立

（第一回公式戦）水が漏れない紙コップの作成

（2）改善ポイント発見

（3）問題点の解決策の検討

５．作り方の手順は？

（1）「ＱＣ工程図」の書き方について

（2）作り方を人に教えるには？



●定　　　　 員　 ２０ 名　（申し込み先着順・定員に達し次第締め切らせていただきます）

●申込締切日 年 7 月 12 日 （ 火 ）

●お申し込み・キャンセルについて

　①下記の「受講申込書」に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてご送付下さい。

　②申し込み受付後、「受講証」と「請求書」をお送りしますので銀行振込にてお支払下さい。なお、開催日の１週間前になっても

 　　受講証が届かない場合は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡下さい。

　③申込締切日前でも定員を超える申込みがあった場合には、お断りさせていただくことがあります。

　④申し込み人数が５名以下の場合、やむを得ず開催を中止させていただくことがあります。

　⑤受講の取消しをされる場合は、開催日の前日より数えて３営業日前（土日・祝日、年末年始を除く）の午後５時までにご連絡下

　 　さい。それ以降のキャンセルに関しては受講料をご返金できませんので、ご了承下さい。

株式会社投資育成総合研究所（略称：投育総研）　Ｍ＆Ｔ研修会事務局　（担当）原、加藤

ＴＥＬ ： 052-581-9545

株式会社投資育成総合研究所　М＆Ｔ研修会事務局　宛

年

8 ／ 2、3

貴社名

〒 -

- - - -

※　申込書にご記入いただきました個人情報は、研修参加者名簿として研修の運営及び講師の参考資料として使用するほか、

　　 関連するアフターサービス、セミナー案内に関する情報のお知らせのために利用致しますが、他の目的には利用致しません。

連
絡
担
当
者

氏　　　名 所属名／役職名
Ｅメールアドレス （任意）

研修会ご案内のための登録が不要の場合は、□ に✔をご
記入ください。　　　 □ 研修会案内登録を希望しない

ＴＥＬ ＦＡＸ

研修番号
受講申込書

受
　
講
　
者

所属名／役職名 氏　　　名　（フリガナ） 年齢 性別

講　　師　　紹　　介

お申し込み・お問い合わせ先

〒450-0003　名古屋市中村区名駅南一丁目16番30号　東海ビル7階（名古屋中小企業投資育成㈱内）

中小企業診断士

2022

山名
ヤマナ

　敏文
トシフミ

　氏５Ｓ経営研究所株式会社 　代表取締役

　名古屋工業大学卒業後、リンナイ㈱に入社。開発部にて燃焼板、酸欠装置等の研究を行い、約５０件の工業所有権申請、取
得、また国際特許も申請。子会社、ジャパンセラミックス㈱の設立、稼働に携わり、その後、その新会社に出向し、生産管
理、品質管理、労務管理を担当指導。その後、‘85年(社)中部産業連盟に入職し、本格的に企業経営のコンサルテーションを
始める。2006年　５S経営研究所を設立し、独立、2009年株式会社にする。（www.5skeieikenkyusho.sakura.ne.jp)
　特に現場主義のモノづくりを提唱し、創造的現場技術の向上をテーマに判りやすい生産システム改善→工程改善→現場改善
へと一貫した教育訓練プログラムを開発。製造会社の指導・育成に多大な成果を上げている。最近は、５Ｓを単に、物だけの

対象とはせずに、機械、情報、仕事、賃金と範囲を広げて、企業収益に繋げやすい手法を確立し、コンサルテーションの成果

を上げている。特に、５Ｓの実施については「手の届く範囲を、即、ベストにする」と言う考えにより、いち早く効果が得ら

れることを実証している。近著は「大不況に勝つ 山名式 ５Ｓの進めかた<実践活用版>」(三修社)。「改善・提案活動の実践ノ

ウハウ集」（共著）、技術情報協会（2015年）

住　　所

ＦＡＸ ： 052-583-8501 Ｅ-maiｌ ： mandt＠sbic-cj.co.jp

製造現場リーダー向け「改善の基礎」徹底研修

必要事項をご記入の上、切りとらずＡ４のままＦＡＸにてご送付下さい。

ＦＡＸ　０５２－５８３－８５０１

2022

17


